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臭化タリウム(TlBr)は、X 線や γ 線のような放射線に対する優れた阻止能があるため、

それらの有望な検出材料とされている[1,2]。最近 TlBr 検出器は、移動溶融ゾーン法または

ブリッジマン法によって成長した TlBr 結晶から製造されている。しかしながら、TlBr 結晶

の物理的性質は十分に理解されていない。本研究では、γ 線検出器の高性能を示す TlBr 結

晶のフォトルミネセンス(PL)の特性を報告する。 

検出器として同等の高い特性を示すサンプル A および B の両方において、4.5K で PL ス

ペクトルを観察した（図 1）。サンプル A では、ピーク P が 2.67 eV に現れ、これは間接自

由励起子に起因すると考えられる。一方、サンプル B では 2.74 eV での高い発光強度のピー

ク Q を示しており、これはこれまで報告されていない。ピーク P と Q の PL 発光強度と励

起強度の関係を図 2 に示す。ピーク P の発光強度は Lを励起強度としたとき、L1.4に比例し

た。この superlinear の特性と過去の報告[3]からピーク P は自由励起子と同定した。ピーク

Q の発光強度もまた L1.64に比例する特性を示す。したがって、この発光も TlBr 結晶のバン

ドまたは励起子に関連していることが推測される。 
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図 1 TlBr 結晶 の PL スペクトル(4.5K) . 図 2 発光強度と励起強度の関係. 
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